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障害児者の皆様及び事業者の皆様向けリーフレットの送付について 

 

 平素より、障害福祉行政に特段の御協力、御尽力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 今般、令和６年能登半島地震による災害により被災された方々の障害福祉サービス等に係

る利用料等の取扱いについて、説明のための資料（事業所・利用者向けリーフレット）を別

添のとおり作成しました。 

 つきましては、リーフレットについて管内市町村に対し周知を図っていただくとともに、

障害福祉サービス事業者等など関係者への周知・広報に御活用下さいますようお願いいたし

ます。  



被災された方々が

障害福祉サービス等を利用される際には下記の点
にご留意ください。

１．受給者証の提示がなくてもサービスを提供できます。

障害福祉サービス事業所等の方々へ

被災により、利用者の方が受給者証を紛失又は自宅等に残したまま避難し、提示できない場合で
も、利用者さんの

・氏名 ・生年月日 ・居住地
を確認した上で、障害福祉サービス等利用者としてサービスを提供できます。

通常の支給決定手続がとられない場合には、ご利用される方からの聞き取りなどで支給決定や支

給決定の変更が行われます。
対象の方がいる場合は、市町村にご確認下さい。

３．新規の支給決定や支給決定の変更が簡易な手続で受けること
ができます。

２．利用者負担の免除や支払いの猶予があります。

※ 上記の取扱いは、令和６年能登半島地震の後、被災地域から他の市町村に避難された方

も対象となります。

※ 上記は、補装具費（上記１及び４を除く。）、障害支援区分及び自立支援医療費の取扱いに
ついても同様です。
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ひと、くらし、みらいのために

被災された方で利用者負担のある方について利用者負担の免除や支払いの猶予がありますので、
市町村に対象者の範囲などをご確認下さい。

障害福祉サービス事業所等は利用料の額も含めた全額を請求してください。
※食費等については、従来どおり支払いを受けてください。

４．支給決定の有効期限が自動的に延長されます。

支給決定の有効期間が令和６年１月１日から令和６年６月29日までの間に満了する場合は、令和
６年６月30日まで自動的に延長されます。

対象自治体 （令和６年１月19日時点）

【 富 山 県 】 富山県＊、富山市、高岡市、氷見市、滑川市、黒部市、砺波市、小矢部市、南砺市、射水市、
舟橋村、上市町、立山町、朝日町

【 石 川 県 】 石川県＊、金沢市、七尾市、小松市、輪島市、珠洲市、加賀市、羽咋市、かほく市、白山市、
能美市、津幡町、内灘町、志賀町、宝達志水町、中能登町、穴水町、能登町
【 福 井 県 】 福井県＊、福井市、あわら市、坂井市
【 新 潟 県 】 新潟市、柏崎市、上越市

＊精神通院医療及び障害児入所支援について利用者負担の免除や支払いが猶予されます。
※上記以外の自治体についても利用者負担の免除や支払いが猶予される場合があります。

詳細は各自治体にお問い合わせください。
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